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  緒    言

 ガラスの電氣傳導度は約300℃ 以上に於ては非常に大になる。之は電氣傳導が主としてNa-

Ionの 移動によるものであると云はれて居るからでアルカリを全然含有せざる硝子が温度の攣

                                ㌧

化によ ゆ如何に攣化するかを知る事は興味ある事實である。

 故にアルカリを全然含有せざるガラスを熔融しその高温度に於ける電氣抵抗を測定 し温度上

昇によ の如何に攣化するかを知る爲此の實験を行つたのである。

 爾パイレツクスガラス及曹達石友珪酸ガラスのそれをも測定 して比較 した。

 測定にば制御格子電流の小 さい 約10-15amp・ の特殊の四極眞室管UX-54(マ ツダ)を 用

ぴて組立てた眞室管電位計を使用した。1):)
                          第 1圖
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る.眞 室管は豫めアル・一ルでぬぐ ・・一・・Ω   又 ゴ ㌃ 瓢=宴=
                  R4=10Ω          E =ボ ルトメーター
ぴ肇化カルシウムで乾燥 し叉切替 ス              亨;接  地

ヰッチは封蝋 を用ひ・それに水銀溜を作つて白金線 を接燭せ しむる檬にした。樹眞室管は使用前

約1～2時 間繊條を加熱 し弔衡欣態に達 した後測定 を行つた。

 測定は先づ切替 スヰッチSをi-3の 位置に置 きR1, R2を 動かし途にRlを 全・部除 きた

る時 にガルバ ノメーターの指針が零瓢にある檬にR2を 調節 し次でEを 加へSをL2と す

ればEはRx, Rs上 に次の如 く分配 される。

          Rx

      C・=-r臨 可'E  (1)

                   (123)
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      ・・一一愚㌦ ・1… (・)

 Eを 加 へ る と此 のCsの 爲 に ガ ル バ ノ メー タ・一の指 針 が 振 れ るか らポ テ ン シ オ メ ー タ ー を動

か して指 針 を零 鮎 に戻 し その 時 の讃 み をeと す れ ぱ

        e=es

 で あ るか らRxは(3)式 で 示 した如 く計 算 し得 る。

      R・-R・(÷-1) (・)

 叉試料の長 さをL,径 を夫 々D,dと すればRxは(4)式 にて表は され るか ら比抵抗 ρ

は(5)式 によ り求 められ る。

      Rx「 θ4L/π ・D・d       (4)

      ・一・/・(÷-1)R・ ・{'!・itg"D・d(・)

 尤も此の数値ば表面抵抗 を含んだ ものなる事は云ふまで もない。

  試   料

 無 アルカ リガ ラスの熔融に使用したる原料はすべて化學用藥品を使用 し又マンガンは硝酸マ

ンガンよ り自製せるものを使ひ研究室に於て瓦斯櫨にて約1時 闇 を要 し原料 を漸次補給 し後約

3～4時 聞約1600℃ にて加熱を績け全 く熔融するを待 ち熔融物の中央部のみ を白金棒の先に

で糸に引きた るものである。

 術 パイレツクスガラス及曹達石友珪酸ガラスは何れ も市販の ものを用ひた。

 それ等の分析結果は第1表 の檬である。

              第 一 表 試 料 の 分 析

       
       
       

       
              

       

       

       
       

 斯 くして得たる試料は長 さ1cm径0・2 cm内 外のものと しそれ等の爾端に白金線を封入し

                   (124)



          澤井 ・飯田1無 アルカリガラスの電氣抵抗に就て

て雨極 となし徐冷 したるものを使用した。

 試料の加熱は管厭電氣櫨 を用ひ温度の上昇降下は毎分5。 の割合にて行つた。試料 を装置 し

た る櫨は温度を上昇し所要温度附近に漸次保ち試料表面及櫨内の漁氣 を成るべ く除 きたる後所

要温度にして測定 を初 めた。

 測定は低温度 より高温度に及ぶ場合と高温度よ り低温度に及ぶ場合 とを行つた。而して各濫

度に於て時間的に…定値を測定する迄その温度を保ち測定 を進めた。

 尚負荷電流はD.C・ を用ひ10-s amp・ 程度の電流を負荷せしめた。

  實 験 結 果

 ガラスにD・Cを 負荷せしむる時は傳導電流が時間的に攣化し測定が一淀 値に達する迄 に

相當時間を要する。3)4)

 それで本實験に於ては田端氏等の實                          第2圖

験 された如 く各温度に於 ける測定値が   9.0

時聞に封 して一定 とな りたる時の値 を     無アルカリガラス(655℃)

その温度に鮒 る抵髄 とし九   /}「==.

無アルカ ・ガ・級 パ・。〃.ガ 8・0 .、,・ツ・スガラス(608℃)

1鵜 繋灘 瓶 げジ 1
による温度の攣動の範園内に於てはか  一

な り短時間に一一・定値 を示 したるも曹達

石友珪酸硝子に於ては伺かな りの時間   6.OI

を要した。第2圖 はその1例 である。

 而 して各温度に於 ける抵抗値は低温    0   30  60  90  120
                          時間(分)

度 よ り漸次高温度に及ぶ場合 も高温度

よ り漸次低温度に及ぶ場合 もほぼ近似の値 を示 した。

各ガ ラスに於 て比抵抗の樹数値の温度による攣化ば第3圖 の如 くで第4圖 は比抵抗の封数値

と絶封温度の逆数 との關係 を示すもので之を見ると爾者の關係は何れ も直線にて示 され るが唯

1ケ 所'に於て屈曲職がある。

                  (125)
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値 を 示 し パ イ レ ツ ク ス ガ ラ スが之           1/T×10■

に次 ぐ。

 抵 抗 値 の 封 数 値 と絶 樹 温 度 の 逆 数 との關 係 は 何 れ も直 線 に て 示 され るが 唯 一一ケ所 に於 て屈 曲

鮎 が あ る。

  本 實 験 は喜 多 研 究 室 に於 て喜,多先 生 の 御援 助 を得 て 行 つ た 。 殊 に 測 定 回路 の 組 立 に 就 い

 て は本 學馨 學 部 吉 村 講 師 よ り多 大 の御 助 言 を得 た 。
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